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Annual Report
2005年の初年度より毎年受託している委託事業
を本年度も受託した。リポジトリの普及とコンテ
ンツの拡充を目指す領域 1 の事業として、本年度
は既存の紀要類の遡及と新規 7 紀要の登録を行っ
た。更には本学ならではの研究成果として、科学
研究費補助金研究成果報告書（以下、科研費報告
書）の登録を行った。科研費報告書の登録では、
入念な調査の上、少しでも多くの登録ができるよ
う、他大学の登録規程、登録フォーム等を確認し
た上で、既存の登録申請フォームではなく、科研
費用のフォームを作成した。787 名に及ぶ本学の
科研費の代表研究者に依頼状を送付したところ、
計 114 名、220 冊以上の科研費報告書の登録許諾
が得られた。
領域 2 では発信力強化のための技術開発とし
て、前年度に引き続き、リポジトリと電子出版
の連携モデルを確立するための実験開発につき、
プロジェクトを進めた。本年度は、前年度まで
に開発した電子出版（編集査読）システム Open 
Journal Systems（以下、OJS）とリポジトリの
連携システムおよび OJS により刊行した電子紀要
類の冊子体への印刷機能（電子出版システム）を
使って、冊子体サンプルの印刷、製本までを行う
ことによりシステムの検証やマニュアルの整備を
行った。結果、OJS 運用上の障害となる要因（OJS
のシステムバージョンアップ、データ移行やモ
ジュール移行に関することなど）が軽減され、よ
り一層のリポジトリおよび OJS の普及が望めるよ
うになった。
上記委託事業終了後も持続的なリポジトリ運営
を行うため、2009 年度よりリポジトリ上のメタ
データの作成につき、図書館内での委託体制を確
立した。これに伴い、メタデータ作成およびチェッ
ク作業の指示書、仕様書を検討・作成し、業務委
託が円滑に行え、リポジトリの運営に支障が生じ
ないようにした。また、従来は研究成果の多くを
紙媒体で受領して電子化していたが、研究者、紀
要編集委員会等へ積極的に働きかけることによ
り、研究成果の殆どを電子媒体で提供して貰える
ようになった。
本学図書館における上記委託事業は 2009 年度
で一応の終了となった。今後は確立された委託体
制のもと、リポジトリのメリットである「永続的
な研究成果の保管、公開」ができるように努めた
い。また、リポジトリについて本学研究者には一
定の認識は得られたものの、全ての研究者が知っ
ているわけではなく、リポジトリの更なる拡充の
ため、認知度の向上を行う必要がある。
同様のことが OJS についても言える。OJS の実
験開発を通じて得た知識・経験を蓄積し、今後は
それらを実際に研究者に用いてもらえるよう、関
係部署とも連携をとりながら進めて行きたい。
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